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2016 年度校友会理事　

第 8 期 1 年目  

校友会 会員数

39,626人
（物故、学内からの大学院進学者を除く）

【名誉会長 】

建畠晢

【顧問 】

東海林隆　

鶴見雅夫

【会長 】

寺内隆 （'72 ID ）

【副会長 】

上田雄三 （'76 GD ）

齋藤敦子 （'91 ID ）

【理事 】

津田祥夫 （'64 図平 ）

庄山晃 ※ （'69 演劇 ）

植村博 （'71 彫刻 ）

古結信良 ☆ （'72 GD ）

山本博子 ※ （'74 GD ）

岡田真智子 （'75 GD ）

碓井義忠 ☆ （'76 油画 ）

天野純治  （'77 院油 ）

森長俊六  （'79 彫刻 ）

村岡淳一 （'79 建築 ）

小林清志 ☆ （'80 油画 ）

青木榮二 （'80 GD ）

今泉善雄  （'81 日画 ）

税田和利 （'82 PD ）

相馬千賀 （'82 染織 ）

菊地武彦 ※☆ （'84 院油 ）

川越三郎 （'84 院彫 ）

小林光男 ※ （'84 院デ ）

武田州左 ※ （'85 日画 ）

水上嘉久 ※ （'85 院彫 ）

小野範子 （'86 院油 ）

米山貴久 ※ （'88 PD ）

矢野英樹 ※ （'94 二 D ）

米山建壱 ※ （'98 芸術 ）

※印：学内教職員   ☆印：新任理事

【事務局長 】

丸山浩司 ※ （'77 油画 ）

退任理事

児嶋 眞作 （'70 GD ）

野田 裕示 （'76 油画 ）

森 博美 （'76 D ）

柏木 弘 （'81 染織 ）

校友会会長挨拶

　多摩美術大学校友会は会員相互の親睦、芸術文化の発

展、多摩美術大学の発展の為、設立されました。今年度は

社会との関係を深めることを目的とします。主に支部活動、

チャリティ展覧会「小品展」、出前アート大学を三本柱として

更なる発展を目指していきたいと考えています。

　支部活動には若い人の積極的な参加を促すアイディアが必

要です。社会活動で一番重要な「人と人の繋がり」は情報

交換であり、モチベーションを高める場でもあります。校友

会本来の目的である「親睦」を見直していくつもりです。さ

らに行政、地域産業、マスメディアと連携し一個人では限

度がある活動の可能性を広げ、魅力ある支部を目指します。

　チャリティ展覧会「小品展」は多摩美術大学との関係を

強化するとともに、一般の人々―普段美術に触れる機会の

少ない人々―にも働きかけ多摩美術大学の発展に役立てて

いきます。チャリティは従来通り社会貢献として被災地への

支援を継続します。

　出前アート大学は小学生を対象とし、現在抱えている教

育問題をふまえ、現役のデザイナー、アーティスト、多摩美

術大学の学生が参加し多角的な授業をおこないます。個人

の創造性、社会との関係性、地域の重要性などがテーマと

なります。これらのグローバルな考え方がこれからの美術教

育の指針になると信じています。

　美術は社会を動かす大きな力を持っています。今、社会

が抱えている多くの問題を解決する力を持っています。多摩

美術大学校友会がそれらの一部を担えれば幸いです。

　多摩美術大学の卒業生、関係者皆様のご協力、ご指導

宜しくお願いいたします。

多摩美術大学校友会会長

寺内　隆

alT22_nyuko.indd   2 2016/11/07   13:35



3

校友会の支部活動

北海道支部
1994年5月に設立。設立総会には47名
の参加がありました。それ以前には、札
幌で展示会を開催していたデザイン科
OBが中心の「札幌多摩美会」で交流活
動を行っていました。近年は夏の交流会・
忘年会、また版画科 OBが北海道で開
催する作品展に足を運ぶなど、様々な交
流活動を行っています。昨年は「結ぶ」
企画で札幌地下街での展示も行いました。
今後参加者が増え、展覧会などの企画が
できることを期待しているところです。
【支部長 杉山宗英（'69 ID）】

東北支部
一昨年の小品展、昨年のチャリティー展
につづき今年は11月1日（火）から第3回
東北支部展を、5日（土）は会場で、愉
快なツーコインパーティを !!!!　テーマ：
サイズなど自由に !!!　早速100号（題名
「いぐぞ！」）を出品という一番のりの先生
も !!!!　また、今回は特に宮城県以外の
東北5県の校友にも声をかけることに（卒
年、学科などを勘案）しましたが；さて―。
【支部長 大亀進（'57 図案）】

●第3回東北支部展 出展者
◎橋本和也（'57 油画） ◎大亀進（'57 図案）　
◎小原了子（'63 油画） ◎鈴木隆（'64 油画）　
◎岩根浩（'65 油画） ◎菊地正則（'67 油画）　
◎渡邊真紀（'72 写真） ◎庄子幸一（'76 院日）　
◎三浦一博（'79 油画） ◎三品良春（'79 油画）
◎中村喜吉（'80 油画） ◎小野寺里美（'85 院油） 
◎坂本和之（'86 油画）

新潟支部
1994年の設立以来、地道な活動を通し
会員同士の友好を深めています。毎年①
総会②新潟多摩美展③懇親会を開催し
ています。今年も6月に総会と多摩美展

を新潟市美術館で実施しました。懇親会
はネオン巷の居酒屋で盛り上がりました。
現在会員数は43名（男女半々）です。臍
曲がりや臍真っ直ぐの老若男女和気藹々
の「新潟タマビ集団」です。支部への問
い合わせは、電話番号0258-28-9807ま
でご連絡ください。
【支部長 星野健藏（'67 油画）】

千葉支部展覧会

校友会には、国内・海外あわせて 25の支部があり、それぞれ独自の活
動を通して会員相互の親睦を深めながら、芸術文化の発展に寄与してい
ます。今号では会員の皆様に支部をもっと知っていただくため、原稿をお
寄せいただいた 13支部の活動をご紹介いたします。
支部活動にご興味のある方は校友会事務局までお気軽にご連絡ください。
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●第9回新潟多摩美展 出展者
◎藤巻秀正（'60 彫刻） ◎池山阿有（'63 油画）　
◎鳥山晃雄（'65 油画） ◎星野健藏（'67 油画）
◎小柳幹夫（'72 油画） ◎渡邉久意（'72 GD）　
◎兵庫哲郎（'76 GD） ◎山田祐二（'80 PD）
◎大黒ゆうこ（'81 GD） ◎松川滋子（'83 染織）　

◎松本泰典（'98 院油） ◎星野宏喜（'12 院日）

長野支部　

多摩美信濃会（長野支部）は1994年11月
に再出発し、3年目に県内有志による展
覧会を開きました。その後は休息状態で
は有りますが、会と交信がある会員の活
動に、ささやかな応援を行っております。
現在はこども達の育成に関わる活動が主
です。本年度も小中学生を対象とした「千
曲アートコンペ」と、中学生までを対象と
した「千曲デザインコンペ」を開催いたし
ました。今回のデザインコンペでは地元
の本屋さんのブックカバーデザインを募
集、11月13日（日）には両コンペの審査
を行いました。今後、展覧会等会員が集
まれる機会を作ろうと考えています。
【事務局 松川幸寛（'75 院油）、市川宗
（'78 油画）】

群馬支部
第6回トリエンナーレぐんたま展を12月2日
（金）から7日（水）まで高崎シティギャラ
リーで開催します。展示床面積482㎡＋
90㎡の広く大きな会場は、多彩な作品の
展示発表を可能とします。出品者も80代
から現役の学生まで。世代、そしてジャ
ンルも多様。高崎は決して遠くはありませ
ん。ぜひぜひ気軽にお出掛け下さい。
【支部長 下田紀史（'65 油画）】

神奈川支部
会員の交流を深めるため、毎年展覧会
を開催しています。今年も横浜西口徒歩
6分に位置する、FEI ART MUSEUM 
YOKOHAMA にて、10月9日（日）から
16日（日）まで、神奈川支部展を開催い

たしました。絵画、彫刻、陶やテキスタ
イルなど多種多様な手法によって制作活
動を続ける、神奈川在住、在勤、出身
の作家が学科や世代を超えて集まりまし
た。昨年は「結ぶ」企画として、会期中に
青戸英子さん（'67 染織）による手織りの
ワークショップも開催し、来場者に楽し
んで頂きました。多摩美の自由な校風の
ように、作家同士が芸術に関して忌憚の
ない意見交換が出来る場を目指した展覧
会を開催しています。
【支部長 宇野務（'83 院彫）】

千葉支部
今年度支部展覧会（第19回千葉多摩美
会展@千葉県立美術館）及び定期総会
は６月に開催、閉幕しており、11月26日
（土）に美術鑑賞研修会を予定しており
ます。また、来年度展覧会は第20回を
数え、記念事業として図録の刊行など更
なる内容の充実を目指します。現在会員
は57名。作品出品・新会員を募集致します。
【事務局 浅野紋子（'02 油画）】

●第19回千葉多摩美会展 出展者
◎招待出品 木嶋正吾
　（'80 院油 本学絵画学科油画専攻 教授）
◎大津翠（'54 図案） ◎鈴木益躬（'55 油画）　
◎山﨑美喜男（'60 写真） ◎田口美男（'61 図平）
◎有馬秀穂（'62 油画） ◎根岸央子（'63 油画）　
◎神谷紀雄（'63 彫刻） ◎兜木速雄（'63 図平）　
◎小島弘子（'63 図平） ◎荒武洲栄雄（'64 油画）
◎三上雅毅（'64 写真） ◎黒瀬由美子（'67 油画）

◎深山護之助（'67 ID） ◎浅野わこ（'68 GD）　
◎熊木真由美（'69 油画） ◎奥田みえこ（'69 GD）
◎豊田サチ子（'70 染織） ◎中村禮子（'71 染織）
◎久保博孝（'76 油画） ◎佐藤陽子（'78 油画）
◎松丸典代（'78 染織） ◎岸波方子（'79 日画）
◎寺川典秀（'79 建築） ◎石原重人（'80 GD）
◎坂井裕美（'81 染織） ◎浅野朋子（'83 院日）
◎川越三郎（'84 院彫） ◎駒田朋子（'90 油画）
◎坂充央（'91 油画） ◎岩井克英（'93 油画）
◎杉浦充（'99 院デ） ◎新村知子（'01 院油）
◎上開地真雪（'01 油画） ◎浅野紋子（'02 油画）　

　

愛知支部
7月2日（土）にギャラリータマミジアムに
おいて、定期総会並びに第11回多摩美
愛知の会展のオープニング・パーティー
を開催しました。同日より7月10日（日）
までの期間で開催された第11回多摩美
愛知の会展では、首都圏や海外で活躍
する卒業生も参加し、初出品3名を含む
33名の会員が力作を出品しました。初め
ての方でも是非お気軽にご参加ください。
【支部長 御囲章（'99 院版）】

●第11回多摩美愛知の会展 出展者
◎祖父江弘幸（'62 油画） ◎伊藤裕（'63 図平）
◎森武文（'64 図立） ◎七里和子（'65 油画）
◎山田良知（'67 油画）
◎渡辺達正（'70 油画 本学絵画学科版画専攻 教授）
◎斎藤吾朗（'71 院油） ◎稲垣敏彦（'71 油画）
◎稲垣真知子（'71 油画） ◎杉本徹夫（'71 油画）
◎加藤鉦次（'72 院画） ◎石川裕（'72 彫刻）
◎一瀬憲章（'72 GD） ◎河村豊（'72 GD）
◎平田節子（'72 GD） ◎松永知久（'75 油画）
◎野田龍二（'77 院油） ◎脇田義彦（'78 院日）
◎國近政子（‘81 油画） ◎井上泰（'82 油画）
◎伊藤栄（'83 院彫） ◎尾崎真実（'86 油画）
◎尾崎慎（'87 院彫） ◎山口温之（'90 彫刻）
◎下山貴弘（'92 院デ） ◎佐治直魅（'94 院油）
◎安田敦夫（'97 院日） ◎御囲章（'99 院版）
◎髙原洋美（'00 院油） ◎小宮山幸恵（'03 日画）
◎岩田小百合（'04 院彫） ◎村田彩（'09 油画）
◎石川芳子（元本学職員）

第15回ぐんたまオープンキャンパスバスツアー2016
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大阪支部
5月に御堂筋アート展鑑賞と同時に、本
部報告と今後の大阪支部活動を話し合い
ました。現在、奈良古美術セミナーハウ
ス（2015年新築）にてセミナー開催を企
画中です。「この国の原点 飛鳥の文物を
訪ねて」（橋本完氏（'87 建築）案）をテー
マにセミナーハウス宿泊も含め飛鳥の探
訪を企画しています。他府県の方々、若
い方々の参加をお待ちしております。
 【支部長 名取久子（'65 図平）】

広島支部
11月29日（火）から12月4日（日）まで
ギャラリーＧ（広島市中区上八丁堀）で
「2016広島多摩美会展」を開催致します。
会員11名が出品予定です。ぜひご来場下
さい。また支部役員の高田厚さん（'83彫
刻）が広島多摩美会の Facebookを立ち
上げてくれています。ご利用下さい。
【支部長 森長俊六（'79 彫刻）】

●2016広島多摩美会展 出展者
◎上岡富美雄（'76 油画） ◎濱永映一（'77 PD）
◎内山晴夫（'78 油画） ◎住井ますみ（'78 GD）　
◎森長俊六（'79 彫刻） ◎今田克則（'79 油画）
◎神田康子（'81 ID） ◎赤岩史子（'85 油画）　　
◎佐々木悟（'87 油画） ◎野口慶子（'91 彫刻）　

◎寺山久美子（'09 版画）　

福岡支部
山口県の萩にて5月9日（月）・10日（火）
と1泊のスケッチ旅行を開催致しました。
残念ながらずっと降り続く雨の旅行となり、
スケッチを1枚も描く事ができずに美味し
いお酒と料理を楽しむだけで福岡に戻っ
てきました。福岡支部総会は7月18日（月）
に開催。今年は初めての参加者3名が加
わり総勢20名の総会となりました。来年
大分県立美術館で開催予定の、第11回
九州地区校友会展の進捗状況の報告に
終始し、初めての大分での開催への期待
でおおいに盛り上がりました。
【支部長 税田和利（'82 PD）】

ニューヨーク支部
9月15日（木）から30日（金）まで、TENRI
ギャラリーにて第12回目の年次展覧会
「HAFH ⅩⅡ」を開催いたしました。参
加者は26名、内９名は日本等米国外か
らの出品者となりました。会場の各壁面
を、コンセプチュアル・抽象・具象・東洋・
特別企画と5つのテーマに分け展示、美
術館レベルの大変質の高い展示会と美術
関係者から嬉しいコメントをいただいて
おります。
【支部長 越光桂子（'81 油画）】 

● HAFH ⅩⅡ 出展者
◎中里斉　◎永野みき　◎越光桂子
◎高部哲也　◎箕輪智代　 ◎松窪英二　
◎ Toshiko Nishikawa　◎渡辺啓子　
◎松尾明子　◎鈴木國男　◎早川朋子
◎小倉千恵　◎依藤奈奈　◎くぼたたま　
◎安井雪絵　◎李粉善　◎大西房子
◎紅林愛子　◎金美貞　◎白石順子　
◎久木田成樹　◎熊倉亮介　◎朴香淑
◎白録鉱　◎李アロン　◎長峰さくら

多摩教育の会
毎年夏季に総会及び教育課題の講演・
シンポジウムと実技の研修講座を実施し
ています。今年度は、会員及び一般の
教員延べ100数名の参加により版画等の
実技研修を楽しみました。また、教員採
用試験の集団討論・個人面接の対策講
座も実施しています。多摩教育の会から
の連絡が未着の全国の国公私立で教職
につかれている皆さん、校友会事務局ま
で連絡先をお知らせください。
【会長 清水満久（'71 GD）】

奈良明日香の亀石

校友会の
支部活動

photo by Yoo IksangギャラリーＧ
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日程：2016年6月12日（日）

会場：多摩美術大学 八王子キャンパス

「定期総会」「ガーデン同窓会」の二部構成からなる「ホー

ムカミングデー」を八王子キャンパスにて開催しました。「定

期総会」に68名、「ガーデン同窓会」には約90名の卒業生が

集まりました。

第1部 第22回定期 総会
「定期総会」では、昨年度の校友

会事業を報告し、今年度の事業

計画について正会員の皆様に承

認をいただきました。詳しくは本

誌10・11ページの議事録をご覧く

ださい。

第2部 ガーデン同窓会
今年度は八王子キャンパスのレクチャーホールホワイエを

お借りしてランチパーティー形式で開催いたしました。藤

谷理事長、建畠学長もご出席くださり、天気にも恵まれ、

幅広い年代の卒業生たちが会話に花を咲かせました。ま

た、多摩美ジャンベ民族楽器部による演奏やダンスで会

場はおおいに盛り上がりました。来年もぜひお誘い合わ

せの上、お気軽にお越しください。

出前アート大学は、校友会の社会貢献活動として、全

国の小学校にむけて卒業生を講師としたアートの出張

型授業をこれまでに49回実施してきました。 

今回は50回を迎えるにあたり新しい出前アート大学の

授業として、子どもたちと、これからの時代を担う若手

デザイナー、大学生が一緒になって、海辺の街・茅ヶ崎

で「海辺のデザイン事務所」の看板を掲げます。事務所

のデザイナーへの発注は海で使う家具、照明、食器…。

発注ごとにグループに分かれ、誰かの役に立つものをデ

ザインし、商品開発会議で発表します。

長期的に話し合いと制作を重ねるデザイン体験を通して

子どもたちが「生活の中のものは全てデザインでできて

いること」「自己表現だけではなく『他者にとってどうか』

という視点」「チームで作り出していく楽しさ、分業が

合わさりひとつのものができていく仕組み」を学び、後

に続く体験となる授業を目指します。

6

ホームカミングデー 2016

出前アート大学

2016年11月2日 ( 水 )・18日 ( 金 )・28日 ( 月 )
茅ヶ崎市立緑が浜小学校（※見学は28日のみ）

「海辺のデザイン事務所」第50回

photo by bozzo
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第19回チャリティ展覧会「多摩美術大学小品展2016」
会期：2016年12月4日（日）～ 10日（土）
会場：文房堂ギャラリー（神田神保町）

多摩美術大学の卒業生が出品する、販売を目的としたチャ

リティ展覧会です。収益の一部は「奨学金基金」と「アー

トの分野における東日本大震災義援金寄付」へ充てられ

ます。皆様のご来場をお待ちしております。

●チャレンジ賞2016

若手クリエイターの発表活動を支援する「チャレンジ賞」

は来場者の投票結果をもとに選考されます。今年度応募

者13名の中から会場で応援したい作家にご投票ください。

●チャレンジ賞概要

【応募資格】

○「小品展」に出品する正会員

○来年3月末日時点で40歳未満

○指定期間に個展開催を予定している方

【賞の内容】

○個展開催時の DM 印刷・郵送費として5万円を授与

○ DM を個展開催地付近在住の卒業生へ事務局から送付

「小品展2015」のご報告
出品者：174名　来場者：約420名　購入者：69名
期間中売上：69万4,000円
＊上記売上のうち、50% を作家への画料、25% ずつを「奨学金基金」
「東日本大震災 芸術 ･文化による復興支援ファンド（GB ファンド）」
（公益社団法人 企業メセナ協議会）への支援金としました。
チャレンジ賞受賞者：久後育大（’07 院版） 山口祥子（’09 油画）
田沼利規（’11 院版） 石橋佑一郎（’12 院版） 加々美萌（’14 工芸）
松原麻衣（’16 院日） あないまみ（’16 院工）　以上、7名

（応募者：24名　投票者：318名）

申請資格 : 多摩美術大学校友会会員が5名以上所属するグループ　
　　　　   （代表は正会員に限る）
助成対象 : 広く社会に向けて「芸術文化の振興 ･ 発展」に寄与する
　　　　　活動 ･ 企画
助成金額 : 総額50万円（1グループあたりの助成金額上限：15万円）

友・悠・遊
代表者：谷口光延（’61 図平）

「友・悠・遊・展」
1961年に卒業した全科同期有志による合同展覧会
会期：2016年3月29日（火）～ 4月3日（日）
会場：世田谷美術館区民ホール（世田谷区）
助成額：6万911円

Super Open Studio NETWORK
代表者：井出賢嗣（’06 院油）

「042 art area project 2016 SUPER OPEN STUDIO」
相模原市近郊のアトリエ20数軒を一斉公開、イベントも開催
会期：2016年10月15日（土）～ 11月6日（日）
会場：アートラボはしもと 他（相模原市）
助成額：15万円

アタミアートウィーク運営委員会
代表者：三ツ木陽介（’14 院油）

「アタミアートウィーク2016 報告冊子 制作・発行」
2016年3月に静岡県熱海市で開催した展覧会の報告冊子制作
助成額：2万1,960円

TEXAS
代表者：飯田秀夫（’77 院油）

「日米国際作家交流展 テキサス展」
日米作家による展覧会開催およびワークショップの実施
会期：2016年11月18日（金）～ 2017年1月21日（土）
会場：ミッドウエスターン大学美術館（テキサス州）
助成額：2万5,000円

多摩美神奈川同窓会 ALTE
代表者：松野勲（’64 図平）

「Festa ALTE 2016」
油画・水彩画・彫刻・日本画・染色・織物など幅広いジャン
ルの展覧会
会期：2016年11月21日（月）～ 27日（日）
会場：ガレリア・セルテ（横浜市）
助成額：7万6,950円

多摩美術大学版画 OB 展
代表者：三瓶光夫（’99 版画）

「第20回記念展 多摩美術大学版画 OB 展2017」
若手の版画卒業生を中心とした今年で20回目の展覧会
会期：2017年1月24日（火）～ 29日（日）
会場：さいとう Gallery（札幌市）
助成額：9万5,000円

多摩美1966年卒業同期66会
代表者：中島祥文（’66 図平）

「多摩美術大学1966年卒業同期会50周年記念誌 編集・発行」
同期会50周年記念誌制作および会員による作品発表会
助成額：3万1,990円

卒業後も意欲的に芸術活動に励んでいる校友会員を応援するプログラムです。
グループ展などを企画している皆様、ぜひご利用ください。

7

おとなの奨学金

チャリティ展覧会 小品展

平成28年度「おとなの奨学金2016」助成グループ
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日程：2016年3月20日（日）
会場：八王子キャンパス レクチャー C ホール
3月に昨年度校友会奨学生によるプレゼンテーション形式の成果報告
会が開催されました。その様子と奨学生の作品をご紹介します。

奨学金の種類 対象学年 給付金額（1人あたり） 募集形式

校友会奨学金 全学年 25万円 公募（6月）

校友会私費留学生奨学金 3・4年・大学院 10万円 研究室推薦（輪番制）

8

校 友 会 奨 学 金 活 動

校友会には「校友会奨学金」と「校友会私費留学生奨学金」の2つの奨学金制度があり、
奨学金給付を通して意欲のある学生（準会員）を支援しています。

西 毅徳  （環境 4年）

竹中 優香 （大学院 彫刻 2年）

平成 27年度校 友会奨学生 成 果報告 会

今年度も 3月に八王子キャンパスにて「平成 28年
度校友会奨学生成果報告会」が予定されています。
どなたでもお越しいただけますので、詳細が決定し
次第ホームページでお知らせいたします。校友会奨
学生による1年間の成果をぜひご覧ください。

戸張 花 （彫刻 4年）

呉 守珍 （大学院 PD 1年）

平成27年度校友会奨学生
● 森田 緩乃（日本画 2年）
● 井上 瑞貴 （油画 3年）
● 戸張 花 （彫刻 4年）
● 加賀 遼也 （GD 4年）
● 伊藤 瑞穂 （PD 4年）
● 西 毅徳  （環境 4年）
● 馬場 美桜子 （大学院 油画 2年）
● 笹目 舞 （大学院 油画 夜間主 1年）
● 竹中 優香 （大学院 彫刻 2年）
● 呉 守珍 （大学院 PD 1年）
※採用当時の学年を掲載しています
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9

森田 緩乃（日本画 2年）

加賀 遼也 （GD 4年）

伊藤 瑞穂 （PD 4年）

笹目 舞 （大学院 油画 夜間主 1年）

馬場 美桜子 （大学院 油画 2年）井上 瑞貴 （油画 3年）

平成 28 年度 校 友会奨 学生 平成 28 年度 校 友会 私 費留学 奨 学生

平成 28 年 度 校 友 会 奨 学 金 選 考 委 員会

米谷清和（日画）、菊地武彦（油画）、古谷博子（版画）、水上嘉久（彫刻）、小林光男（工芸）、田中康夫（造形）、
山本博子（GD）、和田達也（PD）、柏木弘（TD）、岸本章（環境）、矢野英樹（情報）、武正秀治（D）、
米山貴久（統合）、山下恒彦（演舞）、海老塚耕一（芸術）、庄山晃（映演）

● 小瀬 真由子 （日本画 3年）
● 櫻井 遥 （PD 4年）
● 高橋 星一 （PD 4年）
● 和嶋 玲美 （PD 4年）
● 佐藤 健太郎 （大学院日本画 2年）
● 川内 理香子 （大学院油画 2年）
● 金 龍 （大学院彫刻 2年）
● 櫻井 隆平 （大学院彫刻 2年）
● 呉 守珍 （大学院 PD 2年）
● 桝本 雪路 （映像演劇 4年）
※平成28年度校友会奨学金応募総数：計49名

● 趙 沢倫 / 中国 （大学院日本画 1年）
● 黄 之洙 / 韓国 （大学院油画 2年）
● 楊 佳 / 中国 （版画 4年）
● 王 怡方 / 台湾 （大学院工芸 1年）
● 陳 威韜 / 中国 （環境 4年）
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●柏木弘事務局長より説明（下表・右表参照）

●監査報告を監査担当の森博美理事より説明

※当日配布資料に誤りがあり、森岡誠京都支部長 ('76 建築 ) よりご指摘をいただきましたが本

　誌では訂正済みです

◎拍手多数により承認

日時：2016年6月12日（日）11:00 ～ 12:00
場所：多摩美術大学 八王子キャンパス レクチャー C ホール

【開会の挨拶】　司会・進行：柏木弘（'81 染織）
【議長の選出】　議長：上田雄三（'76 GD）
【書記の選出】　書記：植村博（'71 彫刻）　
【監査の選出】　児嶋眞作（'70 GD）　森博美（'76 D)

●議長より総会成立条件の報告
（議決権所有者18,588名中、出席者63名、委任状1,011名、合計1,074名）　※372名で成立

●柏木弘事務局長より説明（下表参照）

◎拍手多数により承認　

●その他の事業計画
データベース管理 / 正会員カード発行 / ホームページ更新 / セミナーハウス利用受付
小品展チャレンジ賞受賞者支援 / 支部助成 / 企画助成 おとなの奨学金
出前アート大学 No.50/ 周年事業（大学への寄付）/ 特別事業（出前アート大学 PR 誌）

●その他の事業報告
データベース管理 / 正会員カード発行 / ホームページ更新 / セミナーハウス利用受付
小品展チャレンジ賞受賞者支援 / 支部助成 / 企画助成 おとなの奨学金
周年事業（「結ぶ」企画）

（単位：万円）

27年度予算 27年度決算 28年度予算
収入 4,173 4,113 6,990
支出 3,872 3,706 6,757

27年度予算 27年度決算 28年度予算
会費収入 3,500 3,472 3,557

小品展収入 100 69 100
基本準備金取崩収入 250 250 3,000

その他 323 322 333

校友会ホームカミングデー開催

校友会
ホームカミングデー

運営費

27年度予算 27年度決算 28年度予算
240 254 340

会報『alT』発行

『alT』
発行費

27年度予算 27年度決算 28年度予算
380 307 349

データベース管理

データベース
管理費

27年度予算 27年度決算 28年度予算
18 11 14

寄付活動

小品展収入
寄付金

27年度予算 27年度決算 28年度予算
25 17 25

特別事業

出前
アート大学

PR 誌

27年度予算 27年度決算 28年度予算

0 0 150

企画運営

27年度予算 27年度決算 28年度予算
小品展 160 183 182

出前
アート大学

200 194 174

奨学金選考会
成果報告会

2 5 11

合計 362 382 367

助成活動１　卒業生（正会員、会員）へ

27年度予算 27年度決算 28年度予算
校友会支部活動 120 211 120
おとなの奨学金 50 38 50

小品展
チャレンジ賞

30 34 36

合計 200 283 206

助成活動２　在学生（準会員）へ

27年度予算 27年度決算 28年度予算
校友会奨学金 250 250 250
私費留学生

奨学金
50 50 50

芸術祭助成 40 30 30
新入生 /

卒業生お祝い
170 147 150

合計 510 477 480

周年事業

27年度予算 27年度決算 28年度予算
「結ぶ」企画 250 186 0
大学への寄付 0 0 3,000

合計 250 186 3,000

うち「終身会費予納制度」による
納付は3,507万円となりました

内訳は定期総会 / ガーデン同窓
会のご案内印刷・発送、当日の
設営費等です

「出前アート大学」50回目を
記念し冊子を制作します
今年度だけの特別事業です

基本準備金取崩収入は、
10年に１度の周年事業に使用
されています

2015年（平成27年）
4月 4日 美術学部・大学院 入学式祝辞：入江明日香（‘04 院版）

＊新入生へスケッチブック贈呈

5月20日 学内幹事会（八王子キャンパス）

5月23日 第120回理事会

6月 6日 第22回支部長懇談会（上野毛キャンパス）

6月 7日 「校友会ホームカミングデー 2015」第21回定期総会 / ガーデン同窓会
（上野毛キャンパス）

私費留学生奨学金授与式（5名）

7月25日 第121回理事会（第7期３年目スタート）
平成27年度校友会奨学金授与式（10名）

9月 4日 出前アート大学 授業 No.049実施（福岡県・福岡市立横手小学校）

9月26日 第122回理事会

10月10日 多摩美術大学創立80周年ホームカミングデー参加

11月 芸術祭への助成（八王子キャンパス）
会報『alT』No.21発行

11月 1日 創立記念日

11月14日 第123回理事会

11月29日 第18回チャリティ展覧会「多摩美術大学校友会小品展2015」 開催 
（11/29 ～ 12/5 文房堂ギャラリー）

2016年（平成28年）
4月 6日 美術学部・大学院 入学式祝辞：飯田志保子（‘98 芸学）

＊新入生へスケッチブック贈呈

5月18日 学内幹事会（八王子キャンパス）

5年28日 第126回理事会
私費留学生奨学金授与式（5名）

6月11日 第24回支部長懇談会（上野毛キャンパス）

6月12日 「校友会ホームカミングデー 2016」第22回定期総会 / ガーデン同窓会
（八王子キャンパス） 

7月23日 第127回理事会（第8期1年目スタート）

平成28年度校友会奨学金授与式（10名）

9月24日 第128回理事会

10月 学内幹事会（八王子キャンパス）

11月 芸術祭への助成（八王子キャンパス）

会報『alT』No.22発行

11月 1日 創立記念日

11月26日 第129回理事会

12月 4日 第19回チャリティ展覧会「多摩美術大学校友会小品展2016」 開催

（12/4 ～ 10 文房堂ギャラリー）

2017年（平成29年）
1月28日 第130回理事会

2月25日 第25回支部長懇談会

3月20日 平成28年度多摩美術大学校友会奨学生成果報告会（八王子キャンパス）

3月23日 美術学部・大学院 学位授与式祝辞（八王子キャンパス）

＊新卒業生へスケッチブック贈呈

3月25日 造形表現学部 学位授与式祝辞（上野毛キャンパス）

＊新卒業生へスケッチブック贈呈

第131回理事会

2016年（平成28年）
1月23日 第124回理事会

2月27日 第23回支部長懇談会（上野毛キャンパス）

3月 2日 学内幹事会（八王子キャンパス）

3月20日 平成27年度校友会奨学生成果報告会（八王子キャンパス）

3月23日 美術学部・大学院 学位授与式祝辞（八王子キャンパス）

3月25日 造形表現学部 学位授与式祝辞（上野毛キャンパス）
＊新卒業生へスケッチブック贈呈

3月26日 第125回理事会

11月、皆様にお送りしています

大学創立80周年・校友会設立
20周年記念　周年事業
・  支部による社会とアートを
　「結ぶ」企画
・  大学へお祝いとして
   3,000万円を寄付

毎年、小品展売上の25％を
東日本大震災義援金基金に
寄付しています

卒業生（正会員、会員）へ3つの
助成活動をおこなっています

・全国25支部への助成
・  卒業生による
   グループ企画への助成
・40歳未満の若手作家への助成

在学生（準会員）へ4つの
助成活動をおこなっています

・  25万円を選考会で
   選抜された10名に
・  10万円を研究室推薦の
   留学生5名に
・  八王子キャンパス芸術祭
   への助成
・校友会スケッチブックを贈呈

校友会では
3つの企画を運営しています

・会員によるチャリティ展覧会
・小学校への出前授業
・校友会奨学生の選考会や報告会

新卒業生の皆様に個人情報を登
録していただいたり「正会員カ
ード」の発行をしています

6,990

収入

6,000

平成28年度予算

0

6,757

支出

【議案第2号 平成27年度決算報告 / 平成28年度予算〈案〉】

【議案第1号 平成27年度事業報告 / 平成28年度事業計画〈案〉】

〈平成27年度 事業内容の報告〉

１. 収入と支出ー全体の収支

２. 収入の内訳ー校友会の主な収入は皆様からの「終身会費」です

３. 支出の内訳ー「終身会費」を主とした収入は様々な校友会の事業に使用されています

第22回多摩美術大学校友会 定期総会議事録

〈平成28年度 事業計画〈案〉〉
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●柏木弘事務局長より説明

○変更（追加、削除、文言修正）箇所一覧

　  会則 第1章 - 第3条、第3章 - 第12条・13条、第4章 -

第21条

　事業細則 名簿の発行、講演会・研究会及び展示会等

　会計細則 第1章 - 第5条、第3章 - 第14条、第4章 - 予

　算及び決算

　以上

■質疑　伝宝詩子さん（'89 芸学）

　会則第4章 - 第21条 1.（総会成立の条件）について、

　総会「出席者」とは委任状を含めるのか

□応答　柏木弘事務局長

　委任状を含めた数を出席者数とする

※同第21条 4. 書面によって議決権を行使する者は出席

　正会員とみなす

◎拍手多数により承認

●柏木弘事務局長より説明

○退任理事　児嶋眞作（‘70 GD）、森博美（‘76 D）、

　　　　　　野田裕示（‘76 油画）、柏木弘（‘81 染織）

○  新任理事　古結信良（‘72 GD）、碓井義忠（‘76 油画）、

　　　　　　小林清志（‘80 油画）、菊地武彦（‘84 院油）

◎拍手多数により承認

◎以上で議長が全議案の可決成立を報告し、第22回定 

　期総会の終了を宣言した

●柏木弘事務局長より説明

○  住所変更 / 展示・イベント等の情報募集 /

　正会員カード / 名簿リスト・宛名シール提供 /

　大学セミナーハウス利用等のお知らせ

○  〈第２部〉ガーデン同窓会のご案内　

　時間：12:30 ～ 14:00  場所：レクチャーホールホワイエ

○アートテーク１F ギャラリー特別開館のお知らせ

　「竹尾ポスターコレクション・ベストセレクション10

　ノイエ・グラーフィクとその時代

　グラフィックデザインの新潮流1958-1965」

○キャンパス見学のご案内

　以上

●収入の部

●支出の部

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

2015年10月から2016年9月までにお知らせのあった方の掲載です（敬称略）

●収入の部

●支出の部

●退職された先生方

中野嘉之 教授（日本画）

小林裕児 教授（版画）

橋本京子 教授（テキスタイル）

長谷川祐子 教授（芸術）

青山真治 教授（映像演劇）

河原和 准教授（映像演劇）

●訃報　

佐藤晃一 名誉教授

元 グラフィックデザイン学科教授

2016年5月24日

松尾俊男 名誉教授

元 絵画学科日本画専攻教授

2016年8月4日

佐々木則之 元 美術学部二部事務部長

2016年2月14日

●ご逝去された会員の方々

田中田鶴子（'39 油画）

風間一男（'43 図案）

田中高（'54 彫刻）

森美佐緒（'54 図案）

一瀬繁彦（'57 油画）

熊倉六朗（'57 図案）

信賀齋（'58 油画）

桑田謹次（'59 油画）

望月計男（'59 油画）

大塚つや子（'59 図平）

酒井喜世志（'60 図平）

菅伸一郎（'61 図平）

森璋子（'61 図平）

川越勉（'62 油画）

土井克彦（'62 油画）

清水澄夫（'62 図平）

三宅信廣（'62 図平）

葦澤延行（'63 図立）

福里国映（'64 図平）

森川謹之助（'64 舞芸）

谷口晶之（'66 油画）

富岡俊樹（'66 図立）

岡野智子（'69 油画）

岡本礼子（'69 油画）

永田信行（'69 GD）

元持昌之（'70 彫刻）

玉置朝男（'80 ID）

前田重人（'85 PD）

仲井正一（'86 油画）

鷲沢弘志（'92 芸学）

横山量基（'91 D）

矢嶋浩一（'11 PD）

予算額
(69,900,000)

35,570,000
0

1,000,000
0
0

100,000
0

30,000  
200,000

30,000,000
3,000,000

0
0
0
0

(3,268,771)
73,168,771

予算額
(67,570,000)

3,810,000
140,000

3,670,000
30,000,000

1,500,000
3,400,000
3,960,000

210,000
380,000

4,150,000
350,000
800,000
700,000
240,000

10,660,000
3,000,000

250,000
50,000

300,000
(3,000,000)

0
3,000,000

(1,045,214)
982,398

62,816
0
0
0

(1,553,557)
73,168,771

科目 予算額 決算額 差異 
〈当期収入合計〉 (41,730,000) (41,134,488) (595,512)

会費収入 35,000,000 34,720,000 280,000
名簿収入 0 0 0
小品展収入 1,000,000 694,000 306,000
奨学金基金 0 0 0
寄付金 0 0 0
懇親会費 0 0 0
大学助成金 0 0 0
雑収入 30,000 50,310 △20,310
利子収入 200,000 170,178 29,822
基本準備金取崩収入 2,500,000 2,500,000 0
奨学金積立金取崩収入 3,000,000 3,000,000 0
前期仮払金収入 0 0 0
前期未収入金収入 0 0 0

〈調整勘定〉 0 0 0
期末未収入金 0 0 0

〈前年度繰越支払資金〉 (3,226,643)  (3,226,643)   (0)
収入合計 44,956,643 44,361,131 595,512

科目 基本準備金 奨学金基金 名簿出版準備金 特別事業費積立金 全基金積立額 累計

平成27年度 0 3,000,000 0 0 3,000,000 256,675,464
合計 245,500,000 11,175,464 0 0 256,675,464 256,675,464

科目 予算額 決算額 差異 
〈経費支出〉 (38,720,000) (37,064,358) (1,655,642)

広報費 2,300,000 2,514,823 △214,823
卒業生名簿管理費 60,000 32,400 27,600
企画運営費 3,420,000 3,360,269 59,731
周年事業費 2,500,000 1,865,016 634,984
特別事業費 0 0 0
総会費 1,400,000 736,927 663,073
助成活動費 4,130,000 4,679,511 △549,511
会議費 200,000 442,124 △242,124
理事活動費 400,000 85,240 314,760
交通費 4,250,000 3,345,897 904,103
会合費 ( 渉外費 ) 240,000 87,328 152,672
備品 ･ 消耗品費 900,000 732,276 167,724
通信費 4,880,000 4,173,292 706,708
振替手数料 240,000 188,746 51,254
事務局員給与 10,450,000 11,513,970 △1,063,970
奨学金 3,000,000 3,000,000 0
寄付金 250,000 178,875 71,125
雑費 50,000 127,664 △77,664
予備費 (50,000) ー 50,000

〈各種引当金〉 (3,000,000) (3,000,000) (0)
基本準備金引当金 0 0 0
奨学金基金引当金 3,000,000 3,000,000 0

〈その他の支出〉 (2,073,216) (2,073,216) (0)
前期未払金 1,959,776 1,959,776 0
前期預り金支出 113,440 113,440 0

〈調整勘定〉 0 ( △1,045,214) (1,045,214)
期末未払金 0 △982,398 982,398
預り金 0 △62,816 62,816

〈次期繰越支払資金〉 (3,257,405) (3,268,771) ( △11,366)
支出合計 47,050,621 44,361,131 2,689,490

平成27年度決算報告（平成27年４月１日〜平成28年３月31日）

基金積立（平成７年11月３日〜平成28年３月31日）

平成28年度予算 【議案第3号 会則・規則の改正について】

【議案第4号 平成28年度役員改選】

【校友会からのお知らせ】
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事務局からのお知らせ

鈴木慶則 の作品

建畠晢学長 とオル太（左から
Jang-Chi、井上徹、川村和秀）

オル太 の作品

堀浩哉 名誉教授（左）と椹木野衣 教授（右）

正会員カード
「正会員」には「正会員カード」を発行しています。宿泊施設利用料・

美術館観覧料・画廊使用料・制作に役立つ材料等の割引や大学付属
図書館の利用など、カードを提示することで受けられる数々の特典
があります。「正会員カード」をご希望の方は事務局までお問合せくだ
さい。また、校友会では「正会員カード」の特典をひろく募集してい
ます。美術やデザイン関係に限らず、レストラン、カフェ、ショップ等、
ご賛同くださる方をご紹介ください！

正会員カード特典先
● 宿泊施設利用料割引：ヒュッテニポポ、石和びゅーほてるグループ
● 観覧料割引：世田谷美術館、横須賀美術館、神奈川県立近代美
術館（葉山館 / 鎌倉別館）、ひろしま美術館、ポーラ美術館、米子市
美術館、島根県立石見美術館、福井市美術館、秋山孝ポスター美
術館長岡、おぶせ藤岡牧夫美術館、日本フィルハーモニー交響楽団
演奏会
● 画廊使用料割引：柴田悦子画廊、ギャラリー現、ギャラリー Q、
画廊るたん、ギャラリー風、平八ギャラリー、gallery&cafe みるめ、
FILESPACE、ギャラリーフォンテーヌ、ギャラリー T
● レンタルスペース使用料割引：Pangea solarium、SEIWA ギャラリー
● 材料割引：株式会社世界堂（世界堂スチューデント ST カードを希
望者に配付）、SEIWA
● 内部特典：大学内へ入構する際の身分証明、大学図書館（八王子・
上野毛）の利用、多摩美術大学美術館入館料無料
※大学セミナーハウス･ 生涯学習センター受講料補助制度は全卒業
生が利用可能です。

名簿リスト・宛名シール提供
校友会では、同窓会やグループ展など有志活動の際に名簿リスト、
宛名シールを無料にて提供しております。なお、個人情報保護方針
に基づき、個人的な使用目的には対応しておりません。

大学セミナーハウス利用
新築された「富士山麓セミナーハウス（純林苑）」と「奈良古美術セミ
ナーハウス（飛鳥寮）」は、卒業生とそのご家族のご利用が可能です。
詳しくは大学ホームページ【セミナーハウス】、校友会ホームページ
【セミナーハウス利用】をご覧ください。

校友会ホームページをご活用ください
http://www.tamabi.ac.jp/alt
● 個人情報の変更
フォームに入力するだけで、個人情報の変更手続きができます
● 展覧会・イベント情報
校友会ホームページで、会員の展示・イベント情報を掲載しています
フォームから皆様の展示・イベント情報をお知らせください
● 各種書類のダウンロード

「おとなの奨学金」「小品展」等の募集要項や各種書類もホームペー
ジにて閲覧、ダウンロードすることができます
● ホームページをご覧になれない方
個人情報の変更や展覧会・イベント情報提供、各種書類請求は、ハ
ガキ、電話、E メールでも受け付けております

多摩美術大学校友会事務局
〒192-0394 東京都八王子市鑓水2-1723
多摩美術大学八王子キャンパス共通教育センター棟
Tel：042-676-0802　E-mail：alt@tamabi.ac.jp
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「釜山ビエンナーレ2016」　

副 会 長・上 田 が 紹 介 す る

「釜山ビエンナーレ」は韓国の釜山市立美術館にて2002年より開催されている
観客動員数700万人を超える国際展です。本年度は「中国・日本・韓国の前
衛展」と題して本学の建畠晢学長、椹木野衣教授、上田雄三校友会副会長
が日本側を担当し、韓国は金鑽東 (京畿道文化財団 )、中国は郭暁彦（北京
民生現代美術館）の計5名がキュレーションを行いました。
本学出身の鈴木慶則（1936-2010）（'58 油画）『トリックス・アンド・ヴィジョ
ン 盗まれた眼』展（'68）にて出品された「非在のタブロー」（'67）を含む絵画
6点を出品。堀浩哉名誉教授は1969年の「美共闘」時代の再制作を出品。本
校の美術館にても『滅びと再生の庭』展（'14）として展示したものを釜山市立
美術館にて再度展示しました。初日には東亜大学の学生たちとパフォーマン
スを行いました。日本からは他に岡本太郎、田中敦子＜具体＞、赤瀬川原平
＜ハイレッド・センター＞、工藤哲巳＜反芸術＞、篠原有司男、菊畑茂久馬
＜九州派＞、榎忠、折元立身、柳幸典、中原浩大、会田誠、Chim↑Pom
が参加しています。別会場の F1963では「混血する地球、多衆知性の公論の
場」と題してグローバル時代に誕生した国際的に活躍する若手アーティストた
ちの展覧会が同時開催され、本校出身のグループ [オル太] Jang-Chi・井上徹・
長谷川義朗（'10 油画）、メグ忍者（'12 油画）、川村和秀・斉藤隆文（'12 院
油）が参加しています。

～世界で活躍する卒業生たち～　

Busan Biennale 2016　
2016年9月3日 – 30日釜山市立美術館 ＆ F1963(KISWIRE Suyeong Factory)
http://www.busanbiennale.org/

会 員 の 活 動

2017年3月に上野毛キャンパスにおいて造形表現学部3学科

合同のクロージングパーティー＆ファイナルイベントが下記の

通り開催されます。

詳細は追って通知されますので、校友会に現住所を届け出て

いない方をご存知でしたら住所登録をおすすめください。

 
日　時：2017年3月25日（土）14：00 ～ 17：30（予定）

場　所：上野毛キャンパス

参加費：無料

問い合わせ先：造形表現学部事務部および各学科研究室

美術学部二部、造形表現学部の卒業生の皆さんへ
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